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技術シーズの刊⾏にあたって
昨今、AIをはじめとするデータサイエンスがあらゆる分野に急激な変⾰を⽣

じさせており、AI技術の利点や課題、倫理的側⾯を理解したうえで情報技術を
活⽤できる能⼒が求められています。本校では令和6年度の⼤学・⾼専機能強
化⽀援事業の採択を受け、数理・データサイエンス・AI教育に重点を置いた⼈
材育成を全学的に進めておりますが、多様化する社会ニーズや技術ニーズに向
けた取り組みは本校だけでできるものではありません。地域における⾼等教育
機関として、様々な⽅々と連携しながら進めてまいる所存です。

阿南⾼専は地域に根差し、社会に開かれた⾼専、社会と向き合う⾼専、そし
て社会とつながる⾼専でありたいと思います。この技術シーズを⼿に取ってい
ただいた地域の皆様と本校教職員の出会いが、技術相談、技術移転、共同研究
や事業化という形で実を結ぶことを⼼より願っております。

阿南⼯業⾼等専⾨学校⻑ ⼤和⽥恭⼦

地域の皆様とともに発展する阿南高専
この度、本校における教育研究活動について皆様にご紹介するべく、Ver.5と

して技術シーズを発刊いたしました。本校所属の教職員一人ひとりが持つ専門
的な知識や研究シーズは、地域社会の課題解決はもとより、新たな価値の創出
に貢献できるポテンシャルを秘めていると考えます。この技術シーズは、そう
した本校の「知」の財産を広く公開し、地域の企業や自治体、各種団体の皆様
と本校との連携をさらに深めるための架け橋となることを目的としております。
掲載されている研究内容や技術シーズにご関心をお持ちいただけましたら、ど
うぞお気軽にお問い合わせください。具体的な連携のきっかけとして、本誌を
ご活用いただければ幸いです。

皆様からのご相談を契機とした共同研究や技術指導、人材育成など、様々な
形での連携を通じて、本校が地域産業の振興と活性化に微力ながら貢献できる
ことを願っております。

地域連携・テクノセンター⻑ 釜野勝
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＜共同研究・技術相談＞
①ウォータージェット加工による竹切断に関する研究
②低圧ウォータージェットによるシリカエアロゲルの切断
③プラズマアクチュエータによる垂直軸風車翼まわりの剥離抑制
④ DUV-LEDを用いた水除菌装置内の流動解析

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 大北 裕司所属： 機械コース 専門分野： 流体工学、流体制御、噴流工学、乱流

【ウォータージェット加工に関すること、プラズマアクチュエータに関する実験の技術支援や共同研究が可能です】

＜ウォータージェット加工＞

ノズルからの高速水噴流を用い
て、材料の切断や穿孔を行う加
工方法です。水に研磨材を混ぜ
たアブレシブ・サスペンション・
ジェット加工であれば、低圧にも
かかわらず、より一層切断能力
を向上させることができ、様々な
材料を熱影響なく切断できます。

＜プラズマアクチュエータ＞

誘電体層と電極から構成された流体制御デバイスで
す。プラズマによって流れを誘起することができ、誘
起された流れを使って境界層はく離の制御などを行う
ことができます。
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運搬用台車

畝間走行車

気流と薬剤散布のシミュレーション

植生の測定

による交通標識の識別

ソーラーパネル故障診断
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濃度変化の様子

吸
光
度

波長（nm）

原液 希釈

希釈 希釈

水

水素 炭素 酸素レーザー光
照射

水素からは
赤色の光

炭素からは
緑色の光

酸素からは
青色の光

それぞれ物質の違いによって発生する色（波長）が変わるので
その差からを物質を判断することができる（非線形光学効果）

水
二酸化炭素

水からは
黄色の光

二酸化炭素からは
黄緑色の光

物質の同定（イメージ図）
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水
二酸化炭素

水からは
黄色の光

二酸化炭素からは
黄緑色の光

物質の同定（イメージ図）

■ プラズマ・高電圧関係の技術相談や共同研究承りますのでご相談ください。

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 朴 英樹所属： 電気コース 専門分野： プラズマ物理、非中性プラズマ

■ 非中性プラズマ・数値計算シミュレーションに関する専門技術コンサルティング

・真空系設計・評価：各種産業用真空装置の設計レビューや性能評価

・電源システム開発：特殊用途向け高安定・高精度電源の設計支援

・電磁場シミュレーション支援：企業製品の電磁界解析や設計最適化支援

■ 地元企業や学生を対象にした電磁場解析・真空技術・電源制御の講習・技術研修

・技術者研修プログラム：プラズマ工学、真空技術、電源技術などの専門研修
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阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 福田 耕治所属： 情報コース 専門分野： ロボティクス、画像処理、VR・MR関連

①群知能を実現する群ロボットシステム ③VRを利用したシミュレーション・実験システム

④VR・MRアプリケーション開発

・特定タスク下における群集中の人の行動のモデ
ル化⇒群集行動シミュレーション

・VR空間中の人とゴーグル装着者とのインタラク
ションを考慮した実験システム

・接触感覚提示機能の付加

②画像処理による各種分析
・小型移動ロボットの開発 ・水槽中の魚を画像処理により

検出

・従来の画像処理とDLの組み合
わせを検討

・蟻コロニー全体の活動を再現するシステム

共同研究

• 「自動ドアの開発」 ： 住宅用自動ドアシステムを開発

• 「通信機能を有する自走型ロボットの開発」 ： LED照明機能を持つ半球状移動ロボット(L-po)を開発

• 「学習機能を有する義足制御システム関する研究」 ： 義足調整の必要性を判定する手法を確立

• 「レベルセット法を用いたセグメンテーション手法の開発とその応用」

• 「グリーンメンテナンス用芝刈りロボットの開発」 芝刈りロボット
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阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 安野 恵実子所属： 情報コース 専門分野： 医用生体工学

生体信号を用いた感性評価 ― 開発中の研究紹介

【研究概要】
脳波・脈波などの生体信号を取得
信号処理による特徴量の抽出
感性状態（集中、緊張、快適性など）の推定

【特徴】
主観的評価に加え、客観的データを活用
簡易センサで実験環境の構築が容易

【応用例】
ユーザビリティ評価、広告効果検証、職場環境評価

日本学術振興会科学研究費助成事業若手研究(B) 2004年 - 2005年
分布等価回路を用いた局所組織インピーダンスのパラメータ推定に関する研究

0 2 4 6 8 10
Time(s)

脈波

脳波
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阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 森山 卓郎所属： 建設コース 専門分野： 構造工学、橋梁工学、耐震工学

「土木のＰＲと地域活性化を目指した徳島の橋の理解促進活動」

県内の企業と共同で作成した「徳島の橋かるた」や「徳島の橋カード」を用いて、土木の
ＰＲや地域活性化を目指した徳島の橋についての理解促進活動を行っています。

川の多い徳島県には、橋もたくさんあります。かずら橋やドイツ橋、船が通るとき開く可
動橋の加賀須野橋など、ユニークな橋もあります。特に、暴れ川四国三郎の吉野川の流
域では、渡し船の時代から安全に川の向こうへ渡ることは住民の悲願でした。昭和の初
めに、当時最先端の技術でつくられて東洋一の長大橋と評価された吉野川橋が完成し
たときには、「橋を見るなら徳島に行け」とも言われていたそうです。その後も、阿波中央
橋や名田橋、末広大橋、大鳴門橋、平成の阿波しらさぎ大橋、令和の新町川橋や吉野
川サンライズ大橋など、最先端の技術による徳島の橋づくりは続いています。

「徳島の橋かるた」や「徳島の橋カード」を用いた方法で、これらの優れた県内の橋の構
造や種類、風や地震などへの対策も含めた技術的な内容だけでなく、橋から見た徳島の
地理や歴史などにも言及した出前授業や話題提供も行っています。かるた以外にも、徳
島の橋について理解を深めてもらうためのカレンダーやクリアファイルも作成しています。

共同研究や出前授業の実績・取組など
落橋防止システム関係（兵庫県の企業）
免震装置関係（徳島県の企業）など

その他、耐震関係の社内研修会や技術セミナー、
徳島の橋関係の技術セミナーや歴史文化講座、
中学校での出前講座などの講師の実績あり
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平面二次元解析法と簡易平面二次元解析法の結果比較
（流速分布，水位：那賀川2014年洪水ピーク時再現）

水位

 これまで、構造物、特に免震・制震橋の地震応答・耐震性能評価に関して、地震応答解析や振動台実験により
研究を行ってきています。これらに関して実務的な課題等がありましたら、ご相談ください。

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 井上 貴文所属： 建設コース 専門分野： 構造工学、地震工学

 橋梁構造物の地震応答解析

・免震橋や制震橋の地震応答・耐震性能評価
・橋梁構造物のロバスト性評価
・各種構造物の地震応答評価

 構造物の縮小模型を用いた振動台実験

・橋梁等の地震応答・耐震性能評価
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橋梁諸元等のDB化

局所洗掘による被災判別

影響度高影響度低
河川水位の計測・予測

地域特性の考慮

河川水位予測モデルの提案
機械学習

リアルタイムの被災予測
機械学習 気象情報に応じた

被災発生予測
構造物への影響度・評価
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橋梁諸元等のDB化

局所洗掘による被災判別

影響度高影響度低
河川水位の計測・予測

地域特性の考慮

河川水位予測モデルの提案
機械学習

リアルタイムの被災予測
機械学習 気象情報に応じた

被災発生予測
構造物への影響度・評価

合 成

評 価
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共同研究・支援研究

・避難標識用赤色蓄光材料に関する研究開発（株式会社 守乃宮）

・竹を原料とした電気二重層キャパシタ電極用炭素材料の開発（阿南高専科学技術振興会 支援研究）

・ LED光を用いた環境配慮型水耕栽培システムの構築（東西電工株式会社 徳島県地方大学・地域産業創生事業補助金）

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 鄭 涛所属： 化学コース 専門分野： 機能性複合材料

①無機材料のキャラクタリゼーション

・材料の同定・構造評価（XRD※)

・元素の定性・定量分析（ICP-MS※※)

②光触媒に関する材料開発と性能評価

・酸化チタン・炭素複合材料の開発

・光触媒や色素増感太陽電池の性能評価

③電池やキャパシタ用電極材料に関する技術支援

・キャパシタ用カーボン材料の作製・電気化学評価

・リチウム電池負極用チタン酸リチウムの作製・評価

XRD回折装置 XRDパターン TiO2粒子

ナノポーラス炭素

←TiO2光触媒粒⼦

炭素との
複合化→

触媒性能評価 ⽵粉 → 活性炭
静電容量評価

キャパシタ⽤活性炭の作製・評価

※XRD: X-ray diffraction，X線結晶構造解析法
※※ICP-MS：Inductively Coupled Plasma-Mass Spectrometry，誘導

結合プラズマ質量分析法

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 大谷 卓所属： 化学コース 専門分野： 有機化学

■有機化合物の合成設計・反応経路検討
原料の選定、反応条件の最適化、小スケールでの試作検討に対応可能。
芳香族化合物、縮環構造をもつ化合物などの反応設計支援。

■構造決定・分析支援
NMR、UV-visなどの測定および解析支援。未知化合物や中間体の構造推定。
（学内機器を利用した測定やデータ解釈の助言を含む）

■光学・物性評価
蛍光特性（吸収・発光スペクトル、量子収率）、光学活性（CD、CPL測定）などの評価・データ解析支援。
有機発光材料、キラル材料などへの応用検討にも対応。

■現在のところ企業との共同研究や受託研究の実績はありませんが、学内研究を通じて有機合成や構造
決定、物性評価に関する知見を蓄積しています。必要に応じて、これらの技術に関する基礎的な相談や
情報提供に対応します。
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阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 上田 康平所属： 化学コース 専門分野： 基礎物理化学

■物性評価
6 Kまでの低温物性評価（電気抵抗率，誘電率），20 kbar程度までの高圧物性評価およびデータ解析に関

して助言が可能です。

■計測システム構築支援

各種計測器を複合的に利用した計測システムの構築に関する助言。独自プログラムにより温度制御・信号
取得・解析を自動化することで市販装置では取得できないデータの取得を行っています。この知見をもとに
計測システムを構築する際に陥りやすいトラブルに関する助言が可能です。

■現在のところ企業との共同研究や受託研究の実績はありませんが，物性評価に関する知見を蓄積し
ています。必要に応じて，これらの技術に関する基礎的な相談や情報提供に対応します。
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阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 本田 晴香所属： 化学コース 専門分野： 細胞培養、生物教育

■動物細胞培養（ヒト、マウス、魚類細胞など）に関する相談
可能なこと： 一般細胞株を用いた、新規化合物や培養基材の評価（細胞生存性、細胞の形態など）
例えばこんなとき： こんな材料や装置があるんだけど、細胞培養に応用できないか？

こんな化合物があるんだけど、細胞への影響が気になる！

■生物教育（主に細胞培養や分子生物学分野）に関する相談
可能なこと： 細胞培養や分子生物学実験（PCRや電気泳動など）に関連する講義
例えばこんなとき： こんな試薬や装置のアイディアがあるんだけど、教材として使用できないか？（教材開発）

細胞培養や分子生物学の基礎が知りたい！（※現時点で、本校では遺伝子組換え実験
は実施できません）

■化粧品に関する共同研究、細胞培養基材に関する技術相談の実績あり

■生物教育に関する公開講座（特に、細胞培養にする公開講座）の実績あり

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 山口 堅三所属： 化学コース 専門分野： ナノマイクロシステム、光工学

光で見えないものを可視化

微小な動きを利用した精密光センシング技術 光とAIを組み合わせたスマート異物検査

異物検査・品質保証技術の高度化

可視光から赤外・テラヘルツ波までの幅広い光
や偏光を活用し、AI画像処理と融合させることで、
自動判別による高精度な検査技術を開発中。

MEMSによる光学制御・高感度センシング
微小電気機械システム（MEMS）の機械的動作を利

用して光共鳴を動的に制御し、サブナノ空間での高感
度センシングや新しい光デバイスの開発に取り組み中。
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氏名： 立石 清所属： 技術部 専門分野： メカトロニクス、ＩＣＴ／ＩｏＴ応用

■共同研究
介護ベットのモータ動作自動試験システムの開発（2018）

■受託研究
深紫外LEDを用いたハンドドライヤーの制御装置の開発（2020）

■技術相談
小型CO2レーザー加工機の操作方法について（2020）

介護ベット自動耐久試験機 ハンドドライヤー外観 制御装置

電子基板製作や、小型CO₂レーザー加工機・3Dプリンタを活用した製品の試作・開発に対応しております。さらに、IoT技術とシングルボードコンピュータ
を組み合わせた、各種制御・計測システムの構築および技術支援も提供可能です。
■電子基板製作：オープンソースKiCadを利用した電子回路設計から、
基板加工機やチップ実装SMT-64RHを利用した基板製作まで。

■小型CO2レーザー加工機：Epilog社製Zing24 50W
木材やアクリルなど画像データから彫刻を行い、CADデータから切断を行うことができます。

■情報システム開発： PHP・MySQL・Apacheなどを利用したWEBシステム開発

本校の教務システムを管理・運用しています。
■各種マイコンを利用したIoT機器の製作：VisualStudioによる各種アプリ製作
介護ベット自動耐久テスト装置やスイッチ押下時間差計測装置の製作を行いました。

■小中学生向け工作・情報教育：オリジナル工作・実験キットの製作
リンク機構を利用した歩行ロボットやmicro:bitを使用した走行車制御
などの公開講座を行いました。

KiCad SMT-64RH Zing24

教務システム スイッチ押下時間差計測装置

Micro:bit
走行車

リンク機構
歩行ロボット

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（技術職員）
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阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（技術職員）

氏名： 佐々木 翼所属： 技術部 専門分野： 機械工作

●溶接に関する技術支援
溶接時の運棒（溶接棒を動かす手の動き・速度・角度）スキルを効率的に習得し、長期的に保持するための練習手法

●レーザー加工に関する技術支援
CO2レーザー加工機(AMADA LC1212αⅣ：2kW)による金属板へのマーキング加工および切断
卓上CO2レーザー加工機(FLUX BEAMOBOX：40W)による木材やアクリル板への彫刻・マーキング加工および切断

被覆アーク溶接機 CO2レーザー加工機 卓上CO2レーザー加工機

●溶接ヒュームによる健康障害への啓発教材
堆積現象による溶接ヒュームの可視化を通じて、
防塵マスクや集塵機を正しく使用することの重要性を体感できる教材

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（技術職員）

氏名： 立石 学所属： 技術部 専門分野： 機械工作

○ワイヤー放電加工機および旋盤を活用した技術支援
・厚板の金属ブロックから切り出し加工が可能

・技能検定向けの技術指導や各種部品の製作・追加工等

ワイヤー放電加工機
ソディック SL400G

旋盤
滝澤鉄工所 TSL-800 製作依頼品製作依頼品

〇技能検定 機械検査 技術指導
・1級技能士取得、ものづくりマイスター認定
・1～3級対策講座開講
〇公開講座 ザリガニロボットを作ろう
・子供と保護者で一緒にはんだ付けをして、
自由に操作ができるロボットの作製

公開講座 ザリガニロボットを作ろう機械検査 実技課題
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氏名： 松下 樹里所属： 技術部 専門分野： サーバ・ネットワーク、情報セキュリティ

【情報セキュリティ対策の支援】

•情報処理安全確保支援士として、組織や教育機関における情報セキュリティの現状評価、
脅威分析、対策立案、職員研修の企画・実施などを支援可能です。

【技術相談・研究実績】
•高校生向け「クリエイティブプログラマー養成講座」講師（2017年）
•高校生向けプログラミング講座TAとして参加（2015年-2017年）
•学内のネットワーク構築・運用管理（2011年-継続）
•情報セキュリティマネジメントシステムに基づく内部監査の実施（2017年-2020年、2024年-継続）

情報処理安全確保支援士（登録番号：030160）

【ネットワークおよびクラウド環境の設計・運用支援】

•安全で効率的なネットワーク構成やクラウドサービス導入に関する設計・検証・運用支援
を行うことができます。

【情報リテラシー・プログラミング教育の支援】
•小中高校生を対象としたプログラミング講座や情報モラル教育、体験型のICT講座などの
企画・運営・指導が可能です。

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（技術職員）
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【技術相談】
★NCフライス盤やレーザー加工機を用いたNC加工
★汎用フライス盤などの汎用工作機械を用いた切削加工

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（技術職員）

氏名： 新田 幸平所属： 技術部 専門分野： 機械工作

通常業務では、主として実験実習の技術指導・教育支援、各種製作依頼業務、卒業研究対応等に携わり、以下の技術支援が可能である。
○フライス盤及びレーザー加工機を用いた技術支援
★CADデータから、木材やアクリルに、レーザー切断、穴あけ、マーキング加工が可能
★汎用フライス盤を用いた切削加工、NCフライス盤を用いたNC加工が可能

汎用フライス盤
静岡鐵工所VHR-SD

NCフライス盤
山崎技研 YZ-350NCR

卓上レーザー加工機
FLUX Beambox Pro

製作依頼品

製作品例

・取得資格

☆特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（技術職員）

氏名： 高瀬 厚志所属： 技術部 専門分野： 生命医科学

・薬品の作製による技術支援

・分光光度計を用いた分析操作

・サーマルサイクラーを用いたPCR操作

高精度紫外可視分光光度計
ＰＤ－３５００ＵＶ－６ SimpliAmp サーマル サイクラー
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[技術相談]

●汎用フライス盤を用いた加工

●NCフライス盤を用いた加工

●触針式表面粗さ測定器での測定

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（技術職員）

氏名： 粟田 なな所属： 技術部 専門分野： 機械工作

通常業務では、主として実験実習の技術指導・教育支援、各種製作依頼業務、地域貢献業務等に携わり、以下のような技術支援が可能である。

●汎用フライス盤を活用した技術支援
・汎用フライス盤（図１）
（平面、溝、穴、ねじ切り、側面 加工）

●NCフライス盤を活用した技術支援
・NCフライス（図2）
（手動、ガイダンス、プログラム 加工）

●表面粗さ測定器（図3）での測定技術支援

【お問合せ先】

阿南工業高等専門学校 総務課総務係（企画担当）
〒774-0017 徳島県阿南市見能林町青木265
TEL：（0884）23-7215 ／ E-mail : kikaku@anan-nct.ac.jp

汎用フライス盤
図1.静岡鐵工所VHR-SD

表面粗さ測定器
図3.SURFCOM TOUCH50

NCフライス盤
図2.山崎技研YZ-350NCR

[製作例]

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（技術職員）

氏名： 岸 敏生所属： 技術部 専門分野： リハビリテーション、情報処理、技術者教育

・リハビリテーションとITを組み合わせた技術の相談
リハビリ×ITを両者の視点から支援できます。

・拡張現実(AR)を組み合わせた協働ロボットの取扱い・操作
協働ロボットをARゴーグルで操作する技術を支援できます。

・基本情報技術者試験の対策
筆記試験の対策を支援できます。

・電気工事士国家資格試験の対策
筆記試験および実技試験の対策を支援できます。

・人材教育に関する取組
IoTデバイスを使用したリカレント教育

・地域貢献に関する取組
商業施設でのレーザーによるキーホルダー作成イベント

ARゴーグル 協働ロボット
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 日本スポーツ協会公認バレーボールコーチ１養成講習会「指導者の在り方」(2021年度、2024年度)
 日本スポーツ協会公認バレーボールコーチ１養成講習会「練習計画の立案」(2021年度、2024年度)
 日本スポーツ協会公認コーチ3
 日本バレーボール協会公認講師
 徳島県バレーボール協会功労者表彰(2024年)
 徳島県バレーボール協会優秀指導者賞(2015年)

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 新井 修所属： 一般教養 専門分野： バレーボール、トレーニング

 ジュニアを対象としたバレーボール指導
 アスリートを対象としたトレーニング指導
 ウォームアップメニューの構築
 バレーボールのスカウティング
 バレーボールの動作分析
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■ 科学研究費・基盤研究(C) （2021年度～2023年度）
「インプロセスモニタリングデータを用いた機械学習によるオンライン非破壊検査法の開発」

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 山田 耕太郎所属： 一般教養 専門分野： 機械学習・深層学習、データサイエンス

■ 機械学習・深層学習を用いた研究例

・機械学習を用いたシリヤケイカの漁況予測

・画像生成技術（深層学習）を用いた集団細胞運動の解析

・敵対的生成ネットワークを用いたレーザ溶接におけるビードの状態予測

・肺疾患（脂肪肝）における細胞画像の解析

■ データサイエンスに関する研究例

・スポーツデータサイエンス

（例１） ニューラルネットワークを用いた漁況予測

（例２） レーザ溶接におけるビードの状態判定

2023年 - 2027年徳島県高等教育機関連携型「次世代科学者発掘・養成講座」～未来を切り拓く次世代の科学者をオール徳島で育てよう～ 運営委員会
委員・講師 物理学領域Ⅲ「アインシュタインのブラウン運動の理論」

2017年 - 2021年徳島県高等教育機関連携型「ジュニアドクター発掘・養成講座」 ～社会を牽引する未来の科学技術者を徳島から育てよう～ 運営委員会
委員・講師 物理学領域Ⅲ「アインシュタインのブラウン運動の理論」

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 松尾 俊寛所属： 一般教養 専門分野： 素粒子論

量子重力、超弦理論の問題を研究しています。非平衡統計力学にも興味があります。
最近はゆらぐ系の熱力学をブラックホール熱力学に適用することを考えています。

理論物理学（量子力学、統計力学、熱力学、一般相対性理論）に関する問題であればご相談ください。
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水溶液中に含まれる金属微粒子の簡易個数計測法の開発 （企業との共同研究）

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 山田 洋平所属： 一般教養 専門分野： 分析化学

1. 水溶液中の金属分析技術
水溶液中に微量に存在する金属イオンを、共沈法や固相抽出法などの前処理技術を用いて効率的かつ選択的に回収・定量する手法を
研究しています。主に誘導結合プラズマ発光分析装置（ICP-OES）を用いた分析を行っています。

2. 酵素反応を利用したバイオセンサー
酵素反応を利用したバイオセンサー（電気化学分析）の研究経験もあります。酵素反応に伴って変化する基質・生成物の濃度、pH、酸化還元状態、
吸光・蛍光特性などを測定対象とすることで、多様な測定法を構築できる点が、酵素反応を利用した分析法の興味深い特徴です。

3. 分析化学、機器分析に関する教育・人材育成支援
阿南高専において、分析化学および機器分析の講義を担当しています。分析化学を初めて学ぶ方にも理解しやすいよう、数値の扱い方や
分析機器の原理などを解説できます。
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■これまでに担当してきた講座

・福井高専 公開講座｢中学生のための社会講座－高専の入試問題で学ぼう｣(2018年－2024年)
・高専カフェ｢もし、裁判員になったら？ ～裁判員制度について 詳しく知ろう～ ｣(2018年)
・福井高専 ジュニアドクター育成塾｢脱出ゲームをやってみよう｣(2022年)

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 川畑 弥生所属： 一般教養 専門分野： 法教育、主権者教育

■主権者教育や法教育に関する教養講座

様々な法制度や権利と義務といった基礎的な知識をわかりやすく説明するとともに、
現代社会における課題を自分ごととして考える力を養います。
模擬裁判やディスカッションを取り入れることで、参加者が主体的に考え、
対話しながら理解を深めることを重視した、講座を実施します。

■2030 SDGs カードゲーム等のワークショップ

参加者が楽しみながら持続可能な社会について学び、自身の行動が地域社会や世界にどのような影響を
与えるのかを考えるきっかけを提供します。
カードゲームを通じて地域・世界が抱える課題と自分たちとの関わりを体感的に学ぶことができ、
学校での授業や企業研修などさまざまな場面で実施することが可能です。
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■ 大学の教養科目や高専の授業で用いてきた教材や知識を提供できます。

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 藤原 みずき所属： 一般教養 専門分野： 日本文学、日本文化

■ 日本の茶道に関する教養講座を担当できます。

・日本の茶道は、ある意味で日本の文化や芸術のあらゆる領域を取り込んでいるといえます。
・日本における喫茶文化の歴史を辿り、日本の文化・日本人とは何かを考えていきます。

■ 日本語運用能力を育成するための講座を担当できます。

・自分の考えを日本語で適切に表現して、相手に伝える能力を身に付けることを目的とします。
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 技術相談
上記のほか、なめらか（あるいは離散的）な、ものの形に関する知識を提供します。

阿南工業高等専門学校 提供可能技術情報（教員）

氏名： 原 誠弥所属： 一般教養 専門分野： 曲線・曲面論

 設計・モデリングに活用可能な曲線・曲面の数理手法

曲線・曲面の曲がり具合は数学的に定式化し、評価することができます。
特に、道路設計で重要な「クロソイド曲線」をはじめ、材料を最小化するために考察される
「極小曲面」などについて数学的観点から動機づけし、解説することが可能です。

 3次元空間のモデルと四元数の数学的基礎

「四元数」は3DゲームやCGでの回転や姿勢制御に用いられます。
四元数自体の数学的構造やジンバルロックの発生理由などを、数学的観点から説明可能です。

クロソイド曲線上を辿る点と、
その速度・加速度ベクトル
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所 属 学 会 一 覧

所 属 学 会 所　属 氏　名

アメリカ化学会 化学コース 大 谷　　 卓

アメリカ土木学会 建設コース 長 田 健 吾

一般財団法人 東方学会 一 般 教 養 藤 居 岳 人

一般社団法人 応用生態工学会 化学コース 大 田 直 友

一般社団法人 軽金属学会
機械コース 西 本 浩 司

機械コース 奥 本 良 博

一般社団法人 情報処理学会

情報コース 杉　野　隆三郎

情報コース 岡 本 浩 行

情報コース 太 田 健 吾

一般社団法人 照明学会

電気コース 長谷川　竜　生

電気コース 釜　野　　   勝

技 術 部 尾 﨑 貴 弥

一般社団法人 人工知能学会 情報コース 太 田 健 吾

一般社団法人 電気学会

電気コース 松 本 高 志

電気コース 長谷川　竜　生

電気コース 小 松　　 実

電気コース 釜 野　　 勝

電気コース 香 西 貴 典

電気コース 藤 原 健 志

電気コース 朴　　 英 樹

情報コース 福 見 淳 二

化学コース 山 口 堅 三

一般社団法人 電気設備学会 電気コース 松 本 高 志

一般社団法人 電子情報通信学会

電気コース 松 本 高 志

電気コース 中 村 雄 一

電気コース 小 松　　 実

情報コース 岡 本 浩 行

情報コース 安　野　恵実子

情報コース 太 田 健 吾

一般社団法人 日本医療情報学会 技 術 部 岸　　 敏 生

一般社団法人 日本ウォータージェット学会 機械コース 大 北 裕 司

一般社団法人 日本MRS 情報コース 平 山　　 基

一般社団法人 日本応用動物昆虫学会 電気コース 釜 野　　 勝

一般社団法人 日本音響学会 情報コース 太 田 健 吾

一般社団法人 日本学生相談学会 一 般 教 養 田 上 隆 徳

一般社団法人 日本機械学会

機械コース 大 北 裕 司

機械コース 奥 本 良 博

機械コース 川 畑 成 之

機械コース 安 田 武 司

一般社団法人 日本計算工学会 建設コース 角 野 拓 真

一般社団法人 日本航空宇宙学会 機械コース 川 畑 成 之

一般社団法人 日本神経回路学会 電気コース 中 村 雄 一

一般社団法人 日本数学会 一 般 教 養 原　　 誠 弥

一般社団法人 日本体育・スポーツ・健康学会
一 般 教 養 新 井　　 修

一 般 教 養 中 島　　 一

一般社団法人 日本統計学会 一 般 教 養 山　田　耕太郎

一般社団法人 日本動物実験代替法学会 化学コース 本 田 晴 香

一般社団法人 日本非破壊検査協会 機械コース 安 田 武 司
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一般社団法人 日本風力エネルギー学会  機械コース 大 北 裕 司

一般社団法人 日本物理学会
化学コース 上 田 康 平

一 般 教 養 松 尾 俊 寛

一般社団法人 日本リハビリテーション医療デジタルトランスフォーメーション学会 技 術 部 岸　　 敏 生

一般社団法人 日本ロボット学会 機械コース 松 浦 史 法

一般社団法人 農業情報学会
情報コース 吉 田　　 晋

情報コース 福 見 淳 二

一般社団法人 農業食料工学会 情報コース 福 見 淳 二

一般社団法人 プラズマ・核融合学会 電気コース 朴　　 英 樹

一般社団法人 八雲会 一 般 教 養 錦 織  浩 文

一般社団法人 溶接学会
機械コース 西 本 浩 司

技 術 部 立 石　　 学

岡山大学言語国語国文学会 一 般 教 養 錦 織 浩 文

関西大学国文学会 一 般 教 養 藤　原　みずき

公益社団法人 応用物理学会

電気コース 長谷川　竜　生

電気コース 釜 野　　 勝

電気コース 香 西 貴 典

情報コース 岡 本 浩 行

情報コース 平 山　　 基

化学コース 小 西 智 也

化学コース 山 口 堅 三

公益社団法人 化学工学会

化学コース 小 西 智 也

化学コース 鄭 涛

化学コース 本 田 晴 香

公益社団法人 計測自動制御学会

機械コース 松 浦 史 法

情報コース 杉　野　隆三郎

情報コース 福 田 耕 治

情報コース 吉 田　　 晋

情報コース 岡 本 浩 行

公益社団法人 地盤工学会 建設コース 吉 村　　 洋

公益社団法人 土木学会

建設コース 吉 村　　 洋

建設コース 森 山 卓 郎

建設コース 長 田 健 吾

建設コース 井 上 貴 文

建設コース 角 野 拓 真

公益社団法人 日本化学会

化学コース 大 谷　　 卓

化学コース 上 田 康 平

化学コース 杉 山 雄 樹

公益社団法人 日本工学教育協会 電気コース 松 本 高 志

公益社団法人 日本コンクリート工学会 建設コース 角 野 拓 真

公益社団法人 日本材料学会 建設コース 角 野 拓 真

公益社団法人 日本数学教育学会 一 般 教 養 田 上 隆 徳

公益社団法人 日本生体医工学会 情報コース 安　野　恵実子

公益社団法人 日本設計工学会
機械コース 奥 本 良 博

機械コース 川 畑 成 之

公益社団法人 日本セラミックス協会

機械コース 奥 本 良 博

電気コース 藤 原 健 志

化学コース 小 西 智 也

公益社団法人 日本表面真空学会 情報コース 平 山　　 基

公益社団法人 日本分析化学会 一 般 教 養 山 田 洋 平
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公益社団法人 有機合成化学協会
化学コース 大 谷　　 卓

化学コース 杉 山 雄 樹

国際水理学会 建設コース 長 田 健 吾

四国英語教育学会 一 般 教 養 プロワントクリストファー

四国体育・スポーツ学会 一 般 教 養 中 島　　 一

上代文学会 一 般 教 養 錦 織 浩 文

全国大学国語国文学会 一 般 教 養 錦 織 浩 文

茶書研究会 一 般 教 養 藤　原　みずき

徳島県技術士会 建設コース 角 野 拓 真

日本液体微粒化学会 電気コース 香 西 貴 典

日本貝類学会 化学コース 大 田 直 友

日本感性工学会
情報コース 杉　野　隆三郎

情報コース 安　野　恵実子

日本公共政策学会 一 般 教 養 川 畑 弥 生

日本高専学会 一 般 教 養 新 井　　 修

日本社会科教育学会 一 般 教 養 川 畑 弥 生

日本水産工学会 情報コース 福 見 淳 二

日本スプリント学会 一 般 教 養 松 尾 俊 寛

日本スポーツパフォーマンス学会 一 般 教 養 中 島　　 一

日本知能情報ファジィ学会 情報コース 福 見 淳 二

日本中国学会 一 般 教 養 藤 居 岳 人

日本トレーニング科学会 一 般 教 養 中 島　　 一

日本熱測定学会 化学コース 上 田 康 平

日本バイオマテリアル学会 化学コース 本 田 晴 香

日本バレーボール学会 一 般 教 養 新 井　　 修

日本微生物生態学会 建設コース 景 政 柊 蘭

日本ベントス学会 化学コース 大 田 直 友

日本野球学会 一 般 教 養 中 島　　 一

分子科学会 化学コース 上 田 康 平

法と教育学会 一 般 教 養 川 畑 弥 生

萬葉学会 一 般 教 養 錦 織 浩 文

美夫君志会 一 般 教 養 錦 織 浩 文

The Japan Association for Language Teaching（事務局） 一 般 教 養 プロワントクリストファー
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